
入札制度についての
調査結果

松阪市議会 総務企画委員会
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設問1：条件付き一般競争入札に付するすべての工事について、設計価格は事前公
表としており、この場合、予定価格算出は開札時において「くじ」で決定しており
ますが、この制度についてお聞かせください。

設問2：公正かつ自由な競争確保のための入札参加者は妥当な数が確保されている
と思いますか。

設問3：工事の発注時期・工期の設定についてお尋ねします。工事発注の平準化、
適正な工期の設定のための取組みの一つとして、年度初めにホームページに年間工
事の見通しを掲載し、各業者が計画的に受注できるよう配慮を行っていますが、こ
れについてお聞かせください。

設問4：最低制限価格制度（予定価格の85％）についてお尋ねします。国や県
では予定価格85％が徐々に上昇し90％近くなってきている現状でありますが、
これについてお聞かせください。

設問5：例えば、不測の事態により工事の履行ができず、工事がストップするなどの
事案のときは、
・補償は行うが出来高払いは行わない場合
・説明をして出来高払いを行う場合
・契約条項に基づく対応

様々なケースにより対応を行っているのが現状でありますが、これについて
お聞かせください。

設問6：入札工事の見積期間についてお尋ねします。発注公告を起点日として建設
業施行令第６条では、見積期間が、予定価格が５００万円に満たない工事について
は、１日以上（第１号）、５００万円以上５０００万円に満たない工事については
１０日以上（第２号）、５０００万円以上工事については１５日以上（第３号）と
されていますが、現行においては、５日以内に限り短縮することができるため、特
に第２号、３号においては、前述の日数を満たしていないのが現状でありますが、
これについてお聞かせください。

設問7：工事の発注については、発注基準（点数基準）に基づき執行されて
おり、発注基準によらない場合は別途検討していますが、これについてお聞
かせください。

①現状のままで良い 83 社(59.3%) 

②制度を改めてほしい 44 社(31.4%) 

無回答 13 社(9.3%) 

 

①確保されている 91 社(65.0%) 

②確保されていない 34 社(24.3%) 

無回答 15 社(10.7%) 

 

①参考になる 97 社(69.3%) 

②参考にならない 31 社(22.1%) 

無回答 12 社(8.6%)  

 

① 現状のままで良い（85％） 37 社(26.4%) 

② もっと低くしても良い（85％未満）  1 社(0.8%)  

③ もっと上げてほしい（85％を超える） 93 社(66.4%) 

無回答 9 社(6.4%)  

 

① 現行のままで良い 87 社(62.1%) 

② 施行令の期間にしてほしい 28 社(20.0%) 

③ もっと見積期間を長くしてほしい 15 社(10.7%) 

無回答 10 社(7.2%)  

 

① 現行の発注基準で良い 80 社(57.1%) 

② 発注基準の見直しが必要 46 社(32.9%) 

  無回答 14 社(10.0%) 

 

① 現状のままで良い 107社(76.4%)

② 別の方法をとってほしい 13 社(9.3%)

無回答 20社(14.3%)



建設一式工事
36社

土木一式工事
93社

電気工事
25社

管工事
49社

舗装工事
56社

水道施設工事
48社

①現状の85%でよい ②85%より低くてよい ③85%より上げて欲しい

➡ 全体140社の回答：①37社 ②1社 ③93社 無回答9社の結果。

66.4%の企業は「85%より上げて欲しい」という結果となった。
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30社が上げて欲しい

70社が上げて欲しい

13社が上げて欲しい

33社が上げて欲しい

41社が上げて欲しい

39社が上げて欲しい

最低制限価格制度（予定価格の85%）



土木一式工事 建設一式工事

電気工事 管工事

舗装工事 塗装工事

水道施設工事

防水工事

➡ほとんどの工種で登録業者数は減少傾向、発注金額にはバラつきがある。

工種別、近年の動態【登録業者数と発注金額の推移】
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□ 187社が松阪市の入札制度に登録

（平成30年11月現在）

□ その内、77社が防災協力業者として登録

（41.2％）

➡ 市内業者の約4割が災害の際に協力を頂いてい
る。
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地域への貢献度
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各工種の契約差金率の推移

➡ 契約差金は年度によって違いはあるが、おおむね15%前後で推移

工種 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

土木一式 15.6% 15.7% 15.7% 15.7% 15.7% 15.6% 15.4% 15.7% 15.3% 15.5% 17.3% 19.2% 18.9%

建築一式 15.0% 13.1% 12.8% 15.7% 15.3% 15.4% 15.1% 15.8% 15.7% 13.1% 12.7% 14.9% 19.3%

電気 15.6% 15.0% 15.5% 12.0% 37.4% 15.7% 23.7% 56.0% 14.7% 12.8% 12.3% 19.9% 20.8%

管 15.4% 15.6% 15.1% 12.8% 15.4% 15.3% 15.5% 15.7% 14.6% 14.9% 11.9% 15.3% 15.2%

舗装 15.6% 15.8% 15.8% 15.7% 15.8% 18.0% 14.6% 15.3% 13.8% 14.7% 15.5% 15.5% 15.6%

塗装 16.0% 15.8% 10.5% 16.0% 12.7% 14.6% 15.6% 15.7% 15.7% 13.8% 14.5% 15.1% 15.5%

防水 13.1% 14.5% 12.6% 13.7% 15.5% 15.8% 15.8% 15.8% 15.8% 11.4% 15.3% 15.5% 13.8%

水道本管 15.8% 15.6% 14.6% 15.4% 15.7% 15.4% 16.0% 15.7% 14.6% 15.1% 17.9% 17.6% 18.4%

平均： 15.3% 15.1% 14.1% 14.6% 17.9% 15.7% 16.5% 20.7% 15.0% 13.9% 14.7% 16.6% 17.2%

６


